
は
じ
め
に

本
年
、
二
〇
一
六
年
は
、
追
手
門
学
院
大
学
開
学
五
〇
年
を
迎
え
る
。
大
学

の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
開
学
の
準
備
か
ら
か
か
わ
ら
れ
た
天
野
利
武
先

生
の
存
在
な
し
に
、
そ
の
後
の
発
展
と
歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
…
本
稿
は
、
保
管
さ
れ
て
い
た
学
院
葬
で
の
「
弔
辞
」
か
ら
先
生

の
ご
功
績
を
再
認
識
し
、
創
設
者
を
偲
ぶ
機
会
に
な
れ
ば
…
と
考
え
た
。

天
野
先
生
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
勝
尾
寺
霊
園
の
墓
地
に
あ
る
「
墓
碑
」

に
、
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

天
野
利
武
先
生
は
、
昭
和
三
九
年
秋
、
ち
ょ
う
ど
六
〇
歳
で
十
一
年
余
り
務

め
ら
れ
た
大
阪
大
学
文
学
部
を
（
十
月
十
五
日
）
退
官
さ
れ
、
学
校
法
人
追
手

門
学
院
の
院
長
に
（
翌
、
十
六
日
）
就
任
さ
れ
た
。
先
生
の
回
顧
録
に
よ
る
と

…「
こ
の
学
院
の
前
身
は
、
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
と
い
う
大
阪
の
超
名
門
校

…
」
と
、
最
初
の
印
象
を
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
四

東
京
に
て
文
武
の
二
男
に
生
る

一
九
二
四

第
一
高
等
学
校
卒
業

一
九
二
七

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
心
理
学
科
卒
業

一
九
二
七

旧
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
手

一
九
三
一

同

講
師

一
九
三
六

同

助
教
授

一
九
三
九

同

教
授

一
九
四
三

文
学
博
士
（
東
大
）

一
九
四
五

終
戦
帰
国

一
九
四
六

立
命
館
大
学
教
授

一
九
四
八

京
都
府
教
育
長
（
初
代
兼
務
）

一
九
五
三

大
阪
大
学
教
授

一
九
五
五

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
長

一
九
六
二

大
阪
大
学
文
学
部
長

一
九
六
四

追
手
門
学
院
院
長

一
九
六
六

追
手
門
学
院
大
学
学
長
（
初
代
兼
務
）

一
九
七
四

薫
二
等
瑞
宝
章

一
九
七
八

退
職

二
〇
一
五
年
度

初
代
学
長

天
野
利
武
先
生
に
つ
い
て
の
調
べ

│
学
院
葬
で
の
「
弔
辞
」
に
み
ら
れ
る
天
野
利
武
先
生
│

一
貫
連
携
教
育
機
構
学
院
志
研
究
室

藤

原

栄

一

― １１８（１）―



就
任
後
間
も
な
く
、
学
院
の
「
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
、「
総
合
学
園
構
想
」
を
実
現
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ま

れ
、
大
学
の
校
地
と
高
校
の
移
転
先
を
茨
木
市
郊
外
に
求
め
、
準
備
が
本
格
化

し
た
。
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
四
月
大
学
開
学
、
四
二
年
四
月
高
校
移

転
、
四
四
年
幼
稚
園
の
開
園
（
豊
中
市
）
と
続
き
…
結
果
と
し
て
、
四
年
と
い

う
短
い
期
間
で
「
総
合
学
園
」
の
完
成
を
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
末
、
十
四
年
間
務
め
ら
れ
た
学
院
長
と
、

十
二
年
間
務
め
ら
れ
た
学
長
と
を
同
時
に
退
職
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇

（
昭
和
五
五
）
年
十
二
月
十
五
日
ご
逝
去
、
十
七
日
に
自
宅
密
葬
の
儀
を
経
て
、

二
一
日
に
は
「
学
院
葬
」
が
執
り
行
わ
れ
た
（
享
年

七
十
六
歳
十
一
ヶ
月
）。

藤原 栄一：初代学長 天野利武先生についての調べ
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学
院
葬

五
人
が
読
ま
れ
た
最
後
の
「
別
れ
の
手
紙
」

弔

辞

天
野
君
、
君
と
の
交
友
は
六
十
年
に
な
る
。
お
互
に
旧
制
第
一
高
等
学
校
の

校
門
を
く
ゞ
っ
た
の
は
大
正
十
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
君
は
名
門
、
東
京
府
立
第

四
中
学
校
の
出
身
で
、
我
々
地
方
出
身
の
者
か
ら
見
れ
ば
ま
こ
と
に
洗
練
さ
れ

た
存
在
で
あ
っ
た
。

然
し
君
は
微
笑
を
湛
え
て
悠
容
迫
ら
ず
誰
と
で
も
穏
や
か
に
接
し
、
い
わ
ゆ

る
秀
才
タ
イ
プ
を
感
じ
さ
せ
な
い
好
も
し
い
人
物
だ
っ
た
。
速
水
滉
教
授
か
ら

心
理
学
の
講
義
を
受
け
た
と
き
、
高
校
生
と
し
て
学
問
の
世
界
と
云
う
も
の
を

覗
か
せ
て
貰
っ
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
が
、
君
は
恐
ら
く
こ
れ

が
機
縁
と
な
っ
て
心
理
学
専
攻
の
道
に
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
後

速
水
先
生
が
京
城
大
学
の
学
長
と
な
ら
れ
、
君
が
そ
の
許
で
同
大
学
の
教
授
と

な
ら
れ
た
の
も
深
い
因
縁
で
あ
ろ
う
。

君
が
大
阪
大
学
に
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
時
々
お
目
に
か
ゝ

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
君
は
人
懐
こ
い
性
格
で
、
特

に
高
校
同
窓
の
各
種
の
会
に
は
東
京
の
場
合
で
も
支
障
の
な
い
限
り
顔
を
見
せ

た
も
の
だ
っ
た
。
ゴ
ル
フ
も
お
互
お
世
辞
に
も
上
手
と
は
云
え
な
い
が
、
チ
ャ

ン
ス
を
造
っ
て
は
心
か
ら
楽
し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

我
々
の
驚
き
は
、
君
が
追
手
門
学
院
に
変
わ
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

追
手
門
学
院
を
極
め
て
短
期
間
に
目
を
み
は
る
よ
う
な
立
派
な
学
園
に
仕
上
げ

ら
れ
た
あ
の
経
営
手
腕
が
何
処
に
潜
ん
で
居
た
か
、
誠
に
友
人
と
し
て
不
明
だ

っ
た
こ
と
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
国
会
の
法
案
審
議
の
関
係
で
学
校
管
理
の
問
題

に
つ
い
て
、
文
教
委
員
会
が
大
阪
で
現
地
公
聴
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

君
に
も
公
述
人
の
一
人
と
し
て
出
席
し
て
貰
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

国
会
の
委
員
側
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
君
の
供
述
は
あ
た
か
も
生
徒
に
諭
す
が

如
き
情
景
で
、
後
で
「
貫
禄
だ
ネ
ー
」
と
さ
ゝ
や
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

近
頃
君
は
難
し
い
病
気
に
罹
ら
れ
た
と
云
う
こ
と
で
皆
案
じ
て
居
た
が
、
君

か
ら
の
便
り
は
明
る
い
調
子
だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
が
遂
に
不

幸
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

友
情
に
篤
い
、
良
識
に
富
ん
だ
人
間
性
豊
か
な
良
友
を
失
っ
た
こ
と
を
、
皆

心
か
ら
悲
し
ん
で
居
る
。
天
野
君
、
ど
う
ぞ
友
人
達
の
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を

受
け
て
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

さ
よ
う
な
ら

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

友
人
代
表

金
井

元
彦

一貫連携教育研究所紀要 第 2号（2016年 3月）
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追
悼
の
こ
と
ば

追
悼
の
こ
と
ば

本
日
こ
こ
に
大
阪
大
学
名
誉
教
授

天
野
利
武
先
生
の
追
手
門
学
院
葬
が
執

り
行
な
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

先
生
は
昭
和
二
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
を
御
卒
業
、
京
城
帝
国
大
学
法
文

学
部
に
当
時
有
数
の
心
理
学
実
験
室
を
創
設
、
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
後
は
立
命
館
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
、
次
い
で
京
都
府
教
育
委
員
会

教

育
長
と
し
て
、
戦
後
混
乱
期
の
教
育
行
政
の
建
て
直
し
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
大
阪
大
学
文
学
部
に
新
設
さ
れ
た
教
育
心
理
学
講
座
の
教
授

に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
心
理
学
第
一
講
座
の
教
授
と
し
て
昭
和
三
十
九
年
十
月

の
御
退
官
ま
で
多
く
の
後
進
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
十
年
あ
ま
り
の
大
阪
大
学

御
在
職
中
、
心
理
学
実
験
室
の
拡
大
充
実
、
発
達
加
速
現
象
の
研
究
、
道
徳
意

識
・
非
行
・
青
少
年
問
題
の
研
究
に
加
え
て
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
比
較
行
動
学
的

研
究
に
も
手
を
染
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
今
日
の
心
理
学
に
お

け
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の

間
、
附
属
図
書
館
長
、
評
議
員
、
文
学
部
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
て
、
大
学
運
営

に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

追
手
門
学
院

院
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
同
学
院
大
学
の
創
設
に
多
大

の
努
力
を
払
わ
れ
た
ほ
か
、
先
生
の
理
想
と
さ
れ
た
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の

一
貫
教
育
の
総
合
学
園
を
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
こ
の
よ
う
な
教
育
・
研

究
・
運
営
に
関
す
る
卓
抜
な
識
見
・
能
力
に
は
何
人
も
深
く
敬
意
を
捧
げ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
ま
た
日
本
心
理
学
会
・
日
本
応
用
心
理
学
会
の
理
事
、
関
西
心
理
学

会
の
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
心
理
学
会
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
な
さ
い
ま
し

た
。ま

た
、
大
阪
府
精
神
衛
生
協
議
会
・
大
阪
府
児
童
福
祉
審
議
会
・
近
畿
高
校

教
育
研
究
協
議
会
の
各
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
教
育
・
福
祉
に
か
か
わ
る
幅

広
い
領
域
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
も

先
生
の
豊
か
な
学
識
、
高
い
見
識
は
接
す
る
人
す
べ
て
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
高
潔
な
ご
人
格
は
多
く
の
人
の
深
く
敬
慕
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
偉
大
な
学
者
、
す
ぐ
れ
た
教
育
者
と
し
て
の
先
生
を
失
っ
た
こ
と
に
私

ど
も
は
深
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
す
。
こ
こ
に
心
か
ら
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
追

悼
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

大
阪
大
学
総
長

山
村

雄
一

藤原 栄一：初代学長 天野利武先生についての調べ
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弔

辞

こ
こ
に
故
天
野
利
武
先
生
の
学
院
葬
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
先
生
の
ご
霊

前
に
謹
ん
で
弔
辞
を
捧
げ
ま
す
。

か
ね
て
大
阪
大
学
附
属
病
院
に
入
院

御
加
療
中
の
先
生
が
、
御
家
族
、
医

師
団
の
懸
命
の
看
病
・
御
治
療
の
効
も
な
く
、
十
二
月
十
五
日
午
前
十
一
時
十

分
、
他
界
さ
れ
た
由
、
訃
報
を
受
け
ま
し
た
。
つ
ね
ゞ
憂
慮
は
致
し
て
お
り
ま

し
た
も
の
の
、
最
悪
の
報
せ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
痛
恨
極
ま
り
な
く
、
誠

に
哀
悼
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

先
生
が
本
学
院
に
学
院
長
と
し
て
お
い
で
下
さ
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年

十
月
、
大
阪
大
学
文
学
部
長
の
現
職
の
在
任
中
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
先
生
の
本
学
院
に
傾
け
ら
れ
た
情
熱
と
責
任
感
の
程
が
窺
わ
れ
ま
す
。
以

来
、
先
生
に
は
、
昭
和
四
十
一
年
、
茨
木
市
安
威
の
地
に
大
学
を
創
設
さ
れ
、

御
退
職
の
時
ま
で
の
十
二
年
間
に
わ
た
り
同
学
長
と
し
て
揺
籃
期
の
大
学
教
育

の
発
展
に
尽
さ
れ
、
ま
た
学
院
長
と
し
て
は
、
幼
稚
園
の
設
立
か
ら
、
小
・
中

・
高
・
大
学
に
到
る
九
十
有
余
年
の
伝
統
あ
る
総
合
学
園
の
教
育
は
も
と
よ

り
、
そ
の
経
営
に
つ
い
て
も
、
法
人
理
事
と
し
て
の
責
任
を
十
二
分
に
お
果
た

し
頂
き
ま
し
た
。

心
理
学
者
・
教
育
者
と
し
て
の
御
功
績
も
ま
さ
に
本
学
院
に
ふ
さ
わ
し
く
、

尊
敬
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
行
政
の
面
で
の
ご
尽
力
は
、
唯
に

本
学
院
の
経
営
発
展
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
初
代
の
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し

て
、
終
戦
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
日
本
の
学
制
改
革
の
方
向
づ
け
を
さ
れ
た
時

か
ら
、
抜
群
の
手
腕
を
ふ
る
っ
て
来
ら
れ
た
事
は
、
我
々
の
周
知
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
公
共
福
祉
審
議
機
関
の
指
導
者
と
し
て
重
き
を
な
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
性
、
極
め
て
高
邁
に
し
て
温
順
、
学
識
、
識
見
の
衆
に
秀
で
た
る

は
、
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
が
、
常
に
微
笑
を
絶
や
さ
ず
、
而

も
、
決
断
、
実
行
力
に
富
み
、
周
到
な
る
配
慮
の
も
と
に
何
事
も
進
め
て
来
ら

れ
た
治
績
の
実
は
、
各
界
の
敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
り
な
が
ら
、
昭
和
五
十
三
年
後
退
職
後
は
、
悠
々
自
適
の
お
暮
ら
し
の
中

に
も
病
魔
が
し
の
び
寄
り
、
私
も
ひ
そ
か
に
お
案
じ
申
し
て
は
お
り
ま
し
た

が
、
薬
石
効
な
く
、
こ
ん
な
に
も
早
く
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、

筆
舌
に
尽
せ
な
い
悲
し
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
先
生
の
遺
影
の
前
に
立
っ
て
お
り
ま
す
と
、
申
し
あ
げ
た
い
事
、

語
ら
い
た
い
事
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
今
は
許
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
は
、
先
生
、
安
ら
け
く
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
精
霊
こ
の
世

に
居
ま
せ
ば
、
本
学
院
の
将
来
を
生
前
と
か
わ
り
な
く
お
見
守
り
下
さ
い
。
あ

と
に
残
る
私
共
、
お
別
れ
の
涙
を
こ
ら
え
つ
ゝ
先
生
の
永
遠
の
御
冥
福
を
衷
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
弔
辞
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

葬
儀
委
員
長

行
田

一
典

一貫連携教育研究所紀要 第 2号（2016年 3月）

― １１４（５）―



告
別
の
辞

本
日
こ
こ
に
故
追
手
門
学
院
学
院
長
兼
大
学
長
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
追

手
門
学
院
大
学
名
誉
教
授
天
野
利
武
文
学
博
士
の
学
院
葬
が
執
り
行
わ
れ
る
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
先
生
の
ご
霊
前
に
お
別
れ
の
言
葉
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

先
生
は
明
治
三
十
九
年
東
京
に
生
ま
れ
、
府
立
第
四
中
学
校
、
第
一
高
等
学

校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
心
理
学
科
に
入
学
さ
れ
、
昭
和
二
年
ご
卒

業
と
同
時
に
京
城
帝
国
大
学
総
長
速
水
滉
先
生
に
招
か
れ
て
京
城
帝
国
大
学
助

手
と
な
ら
れ
、
昭
和
十
四
年
三
十
五
歳
の
若
さ
で
教
授
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和

十
八
年
三
十
九
才
で
東
大
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
終
戦
ま
で
の

十
八
年
あ
ま
り
京
城
に
お
ら
れ
学
究
生
活
に
没
頭
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
終
戦

の
年
九
月
に
内
地
に
引
揚
げ
ら
れ
、
昭
和
二
十
一
年
末
川
博
総
長
の
懇
請
で
立

命
館
大
学
文
学
部
哲
学
科
の
主
任
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
京
都
府

木
村
惇
知
事
の
招
き
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
は
立
命
館
大
学
教
授
の
ま
ま
京
都
府

教
育
長
の
重
責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
昭
和
二
十
八
年
に
は
大
阪
大
学
初
代
法
文
学
部
長
桑
田
芳
蔵
先
生
の
懇

望
に
よ
り
大
阪
大
学
の
教
授
と
な
り
、
最
初
は
教
育
心
理
学
の
講
座
を
や
が
て

は
心
理
学
第
一
講
座
の
担
当
教
授
と
な
り
、
多
く
の
優
秀
な
心
理
学
者
を
世
に

輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
大
き
な
先
生
の
功
績
で
あ
っ
た
と
い
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
阪
大
学
時
代
の
先
生
は
、
図
書
館
長
、
文
学
部
長
を
歴

任
さ
れ
、
大
阪
大
学
最
初
の
海
外
総
合
学
術
調
査
隊
と
し
て
東
パ
キ
ス
タ
ン
原

住
民
の
総
合
調
査
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
三
十
九
年
大
阪
大
学
在
職
中
に
永
い
傳
統
と
高
い
名
声
を
も
つ

学
校
法
人
追
手
門
学
院
の
学
院
長
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
丁
度
先
生
の
六
十
才

の
秋
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
は
学
院
が
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
た
と
き
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
学

院
を
総
合
学
園
に
す
る
こ
と
を
計
画
さ
れ
茨
木
市
郊
外
に
土
地
を
求
め
て
大
学

の
創
立
を
図
ら
れ
、
ご
く
短
い
半
年
余
り
の
準
備
期
間
中
に
完
了
を
み
ま
し
た

こ
と
は
、
そ
れ
は
関
係
者
一
同
の
不
眠
不
休
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
教
員
組
織
の
整
備
は
先
生
の
声
望
と
力
量
と
が
相
俟
っ
て
は
じ
め
て

可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
二
年
四
月
に
は
高
校
を
大

学
の
隣
接
地
に
移
転
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
幼
稚
園
を
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

中
に
設
置
し
て
総
合
学
園
の
形
態
を
と
と
の
え
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
も
と
文
学
を
志
望
さ
れ
乍
ら
故
速
水
滉
先
生
の
心
理
学
に
ひ
か
れ

て
、
こ
の
方
面
を
志
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
学
術
論
文
そ
の
他
の
著
述

も
名
文
の
格
調
高
い
美
文
で
あ
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
関
西
心
理
学
会
会
長
・
近
畿
高
等
学
校
教
育
研
究
協
議
会
の
会
長

を
は
じ
め
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
お
人
柄
は
学

識
と
経
験
と
を
兼
ね
備
え
ら
れ
円
熟
し
た
境
地
に
達
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
、
十
四
年
間
の
追
手
門
学
院
長
と
十
二
年
間
つ
と
め
ら
れ
た

学
長
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
法
人
の
理
事
と
し
て
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
不
幸
に
し
て
病
魔
に
冒
さ
れ
医
師
団
は
じ
め
学
院

の
教
職
員
は
じ
め
学
生
諸
君
の
懸
命
の
献
血
も
む
な
し
く
、
薬
石
の
効
も
な
く

つ
い
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
の
は
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
に
存
じ
ま
す
。

し
か
し
先
生
の
御
霊
は
こ
の
地
に
留
っ
て
学
院
の
今
後
の
発
展
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
ゝ
信
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
学
院
の
教
職
員
一
同
は
心
を
一
つ
に
し
て
学
院
発
展
の
た
め
に
力
を

注
ぐ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
意
を
尽
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
も
っ
て

お
別
れ
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

追
手
門
学
院
大
学
長
兼
学
院
長
事
務
取
扱

葬
儀
副
委
員
長

中
村

秀

藤原 栄一：初代学長 天野利武先生についての調べ
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弔

辞

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
五
日
は

私
達
追
手
門
の
学
生
に
と
っ
て
永
遠
に

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

未
だ
に
間
違
い
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
が
心
の
奥
底
に
残
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
日
こ
の
よ
う
に
し
て
学
院
葬
が
行
わ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
悲

し
み
に
絶
え
ま
せ
ん
。

天
野
先
生
の
学
問
に
対
す
る
情
熱
あ
る
講
義
や
ゼ
ミ
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
諸

先
輩
方
か
ら
天
野
先
生
は
御
自
分
に
対
し
て
、
ま
た
私
達
学
生
に
対
し
て
も
大

変
厳
格
な
先
生
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
天
野
先
生
に
お

世
話
に
な
り
、
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
多
く
の
先
輩
方
に
代
わ
り
ま

し
て
弔
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
野
先
生
が
昭
和
三
十
九
年
十
月

追
手
門
学
院
長
と
し
て
御
就
任
さ
れ
て

か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月

大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
以
来

創
立
八
十
周
年

記
念
事
業
と
し
て
の
大
学
開
設
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
院
の
た
め
に
多
大
の
御

貢
献
を
聞
き
お
よ
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様
御
存
じ
の
様
に
追
手
門
学
院
は
幼
稚

園
か
ら
大
学
院
ま
で
の
各
段
階
の
学
校
を
含
む
総
合
学
園
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
が
、
内
容
の
充
実
し
た
総
合
学
園
と
な
る
た
め
に
は
な
お
多
く
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
本
学
院
が
特
色
あ
る
伝
統
と
学
風
と
を
持
つ
優
れ
た
総
合
学
園
に
発

展
し
て
ゆ
く
こ
と
が
天
野
元
学
院
長
学
長
の
大
き
な
願
い
で
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
後
に
残
さ
れ
た
私
達
は
天
野
元
学
院
長
の
信
念
を
受
け
継
ぎ
こ
れ
ま

で
の
大
い
な
る
功
績
を
む
だ
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
栄
光
に
包
ま
れ
た
創
立

百
周
年
に
結
び
つ
け
る
為
に
も
、
今
年
御
就
任
さ
れ
ま
し
た
中
村
学
長
は
じ
め

教
職
員
の
方
々
の
ご
活
躍
と
、
卒
業
生
在
校
生
の
な
お
一
層
の
努
力
を
惜
し
む

こ
と
な
く
輝
か
し
き
百
周
年
に
向
か
っ
て
、
追
手
門
学
院
は
歩
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
天
野
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
打
ち
消
す
こ
と
の

で
き
な
い
事
実
な
の
で
す
。
し
か
し
、
先
生
の
御
人
格
、
先
生
の
教
え
は
追
手

門
の
学
生
の
中
に
消
え
去
る
こ
と
な
く
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
追
手
門

学
院
の
前
途
は
多
難
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
達
学
生
は
天
野
先
生
の
教
え
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
本
学
に
学
ぶ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
前
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
哀
惜
の
念
を
も
っ
て
謹
ん
で
天
野
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
て
弔
辞
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日

追
手
門
学
院
大
学

経
済
学
部

三
回
生

学
生
代
表

川
戸

義
正
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お
わ
り
に

弔
辞
の
内
容
か
ら
、
学
者
・
研
究
者
・
教
育
者
、
そ
し
て
戦
後
間
も
な
い
教

育
行
政
（
京
都
府
）
の
責
任
者
と
し
て
、
ま
た
夢
を
も
た
れ
て
大
学
開
設
に
あ

た
ら
れ
た
天
野
利
武
先
生
の
多
様
な
面
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
や
、
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。「
弔
辞
」
と
は
言
え
、
今
と
な
れ
ば
、

「
天
野
利
武
先
生
」
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
院
葬
で
読
ま

れ
た
ま
ま
の
形
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
学
開
学
五
〇
年
の
今
年
は
、
天
野
利
武
先
生
生
誕
一
一
二
年
、
没
三
六
年

に
あ
た
り
ま
す
。
何
れ
に
し
ま
し
て
も
、
天
野
先
生
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に

あ
っ
た
追
手
門
学
院
、
そ
し
て
、
大
学
創
成
期
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
「
奇

特
」
な
存
在
と
さ
れ
、
学
院
の
歴
史
を
築
か
れ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
お
一
人
で

あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
す
。

附
記：

本
稿
の
内
容
（
戦
前
の
京
城
府
、
終
戦
・
引
き
揚
げ
、
京
都
府
の
教

育
行
政
に
携
わ
ら
れ
た
時
代
）
に
関
連
し
て
、
ご
二
男
の
天
野
城
二
さ
ん
か

ら
、
そ
の
当
時
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
、
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

天
野
先
生
、
本
学
院

赴
任
当
初
に
つ
い
て
の
参
考
資
料

『
遅
明
録
│
天
野
利
武
先
生

そ
の
人
と
業
績
』（
一
九
八
二
）
天
野
利
武
先
生
追
悼
出

版
会

「
天
野
新
学
院
長
を
迎
え
て
」
名
誉
学
院
長

八
束
周
吉
『
追
手
門
』
四
六
号
（
一
九
六

四
）
追
手
門
学
院
小
学
校

「
追
手
門
学
院
の
将
来
と
当
面
の
課
題
」
学
院
長

天
野
利
武
『
追
手
門
』
四
九
号
（
一

九
六
九
）
追
手
門
学
院
小
学
校

《
附
》
大
学
が
開
学
し
た
一
九
六
六
年
度
「
学
院
報
」
に
、
天
野
学
院
長
に
よ
る
『
教
育

方
針
』
が
示
さ
れ
て
い
る
。
天
野
利
武
先
生
の
本
学
院
に
お
け
る
教
育
の
原
点
を
知
る

意
味
で
転
載
し
て
お
き
た
い
。

追
手
門
学
院
の
教
育
方
針

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
度
「
学
院
報
」
│
追
手
門
学
院
│

追
手
門
学
院
の
教
育
は
、
日
本
の
社
会
の
各
方
面
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
つ
ゝ
日
本

の
社
会
と
文
化
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
う
る
よ
う
な
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
表
現
の
仕
方
は
ち
が
っ
て
い
る
が
、
将
来
、
国
家
社
会
に
貢
献
す
べ
き
指

導
的
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
は
、
建
学
以
来
踏
襲
さ
れ
て
き
た
本
学
院
の
教
育
方
針

の
根
幹
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
日
本
の
社
会
と
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
社
会
と
文
化
の
発
展
の
現
段
階
に
つ

い
て
の
的
確
な
認
識
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
日
本
の
社
会
と
文
化
の
著
し
い
特
色
を
な
し
て
い
る
の
は
、

（
１
）
自
然
科
学
と
産
業
技
術
の
飛
躍
的
な
発
達
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
諸
現
象
で
あ

る
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
反
面
に
お
い
て

（
２
）
人
間
の
機
械
化
、
人
間
性
の
喪
失
と
い
う
危
機
を
招
来
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
人
間
性
の
喪
失
は
、
人
間
の
原
始
化
、
動
物
化
の
傾
向
と
な
っ
て
最
近
の
青
少
年

犯
罪
を
特
色
づ
け
て
い
る
。

科
学
技
術
の
躍
進
と
人
間
の
機
械
化
な
い
し
原
始
化
傾
向
は
、
し
か
し
な
が
ら
日
本
固

有
の
現
象
で
は
な
く
し
て
、
世
界
の
先
進
諸
国
家
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
民
主
化
の
方
向
を
た
ど
り
つ
ゝ
あ
る
日
本
の
日
本
の
社
会
の
各

方
面
で
見
ら
れ
る
固
有
の
現
象
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、

（
３
）
民
主
主
義
の
未
成
熟
に
基
く
各
種
の
混
乱
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
政
治
の
場
で
も
、
教
育
の
場
で
も
、
工
場
で
も
、
電
車
の
中
で
も
、
家
庭

の
中
で
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、
そ
れ
ら
の
混
乱
を
通
じ
て
、
日
本

の
民
主
的
社
会
の
後
進
性
が
遺
憾
な
く
露
呈
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。

藤原 栄一：初代学長 天野利武先生についての調べ
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も
う
一
つ
挙
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

（
４
）
建
国
以
来
日
本
が
は
じ
め
て
経
験
し
た
全
面
敗
戦
が
国
民
一
般
に
及
ぼ
し
た
心
理

的
影
響
の
痕
跡
で
あ
っ
て
、
戦
後
若
年
層
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
国
家
意
識

の
稀
薄
化
民
族
的
自
信
の
後
退
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
敗
戦
の
残
し
た
心
理
的
痕
跡
は
、
国
民
の
間
に
、
国
家
社
会
の
発
展
の
た
め
に

大
い
に
力
を
つ
く
す
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
己
の
利
害
を
中
心
に
行
動
す
る
態
度

を
生
ず
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
の
人
々
の
間
に
は
、
自
国
を
蔑
視
し
、
他
国
に
迎
合
せ

ん
と
す
る
傾
向
さ
え
生
ず
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
特
色
を
持
つ
日
本
の
社
会
に
お
け
る
指
導
的
人
材
と
し
て
ど
の
よ

う
な
人
物
が
要
求
さ
れ
る
か
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先

ず
第
一
に
、
科
学
技
術
に
関
す
る
高
度
の
一
般
的
知
識
を
持
ち
、
必
要
な
場
合
に
、
必

要
な
知
識
を
用
意
で
き
る
研
究
法
や
研
究
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
常
に
努
力
す
る
人

間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
美
的
価
値
・
倫
理
的
価
値
に
対
す
る
健
康
な
感
受
性
を
持
ち
、
本
能
的
欲

求
に
の
み
引
き
ず
り
廻
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
そ
の
意
味
で
自
由
な
そ
し
て
強
い
意

志
と
責
任
感
と
を
持
つ
人
間
、
つ
ま
り
高
度
に
開
発
さ
れ
た
人
間
性
を
持
つ
人
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
確
固
た
る
個
性
を
持
ち
、
自
他
の
人
格
・
生
命
を
尊
重
し
、
常
に
相
手
や

第
三
者
の
立
場
に
も
立
っ
て
物
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
、
規
則
や
法
律
を
守
り
、

社
会
の
秩
序
・
平
和
を
乱
す
有
形
・
無
形
の
暴
力
を
断
呼
排
撃
す
る
勇
気
を
持
つ
人
間
、

自
己
の
信
念
や
主
張
を
民
主
的
な
手
続
き
に
よ
り
社
会
全
体
の
利
益
と
調
和
さ
せ
る
よ

う
な
形
で
貫
こ
う
と
す
る
よ
う
な
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
強
い
個
性
を

持
っ
た
民
主
的
な
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
日
本
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、
日
本
固
有
の
文
化
の
す
ぐ
れ
た
特
性
と
、

科
学
的
に
解
明
さ
れ
た
日
本
人
の
能
力
や
国
民
性
を
明
確
に
認
識
し
、
そ
の
短
所
は
、

こ
れ
を
率
直
に
み
と
め
て
率
先
し
て
そ
の
矯
正
に
努
力
す
る
と
共
に
、
そ
の
長
所
は
、

こ
れ
を
大
い
に
伸
張
し
、
み
ず
か
ら
の
人
格
と
教
養
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
漠
然
た

る
自
国
劣
等
感
を
克
服
し
う
る
人
間
、
一
口
に
言
え
ば
、
日
本
の
国
家
民
族
の
進
歩
発

展
に
積
極
的
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
謙
虚
に
し
て
誇
り
高
き
日
本
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ

こ
で
追
手
門
学
院
の
教
育
方
針
と
し
て
、
現
在
に
お
い
て
は
、
次
の
諸
点
に
重
点

を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
高
い
学
力
と
旺
盛
な
研
究
心
と
強
健
な
身
体
と
を
持
つ
よ
う
に
指
導
す
る
。

二
、
意
志
を
鍛
錬
し
、
情
操
を
陶
冶
し
、
人
間
性
を
高
め
る
。

三
、
民
主
的
な
生
活
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

特
に
秩
序
や
ル
ー
ル
を
乱
す
有
形
無
形
の
暴
力
を
排
す
る
勇
気
を
養
う
。

四
、
自
分
の
属
す
る
団
体
や
、
国
家
社
会
の
発
展
に
積
極
的
貢
献
す
る
こ
と
に
生
き

が
い
を
感
ず
る
よ
う
な
、
謙
虚
で
し
か
も
し
っ
か
り
し
た
民
族
的
自
信
を
堅
持

す
る
指
導
的
日
本
人
を
作
る
。
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